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今号のトピック
第78回WHO総会（WHA）・JICAグローバル・アジェン

ダ（JGA）・クラスター改訂版リリース

暑い日が続きますが、皆さまご体調崩されていないでしょうか？

保健だより70号もホットなニュース盛り沢山でお届けいたします！

今月号では、第78回WHO総会への参加報告やJGAの改訂、ニカラグアの家庭地域

保健モデル強化プロジェクトとモザンビークの母子栄養プロジェクトの終了報告を中心

にご紹介いたします。その他、保健医療サービスに係る国別研修や大阪・関西万博シン

ポジウム報告など、多彩なニュースを掲載していますので、ぜひご一読下さい。

（保健第4チーム 塩田）
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トピック記事①：

第78回WHO総会の報告

WHO総会（WHA）は、全加盟国代表で構成される世界保健機関（WHO）

の最高意思決定機関であり、毎年5月にスイス・ジュネーブで開催され、世界

の保健医療にかかわる重要な政策決定を行います。日本代表団は厚生労働

省を筆頭に、JICAからも毎年メンバーを派遣しています。

本記事では、WHO総会にJICAから参加をしたメンバーから、特に注目を

集めた2つのトピック「WHOパンデミック協定」と「アメリカの脱退」について

紹介します。

以下より、一部セッションの議論の様子（配信）・資料をご確認いただけます。

https://www.who.int/about/governance/world-health-

assembly/seventy-eighth

トピック記事②：

JICAグローバル・アジェンダ（JGA）「保健医療」の改訂
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参考：JICAグローバル・アジェンダ（全体）：

https://www.jica.go.jp/Resource/acti

vities/ku57pq00000iilr7-

att/global_agenda.pdf

JICAでは、重点的に取り組む20の課題につ

いて「JICAグローバル・アジェンダ（課題別事業

戦略）」（以下、JGA）を策定しています。そのう

ちの1つが「保健医療」となりますが、近年のグ

ローバルヘルスを取り巻く状況をふまえJGA

「保健医療」を改訂しました。本記事では、今回の

改訂ポイントをご紹介します。

【JICAグローバル・アジェンダ（JGA）】

https://www.who.int/about/governance/world-health-assembly
https://www.who.int/about/governance/world-health-assembly/seventy-eighth
https://www.who.int/about/governance/world-health-assembly/seventy-eighth
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/ku57pq00000iilr7-att/global_agenda.pdf
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/ku57pq00000iilr7-att/global_agenda.pdf
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/ku57pq00000iilr7-att/global_agenda.pdf


今 号 の ト ピ ッ ク ① ： 第 7 8 回 W H O 総 会 の 報 告
■第78回WHO総会

第78回WHO総会（WHA78）が2025年5月19日から27日にかけて、スイス・ジュ

ネーブの国際連合欧州本部で開催されました。日本政府代表団の一員として、JICA人間

開発部の5名が参加しました。WHAは世界保健機関（WHO）の最高意思決定機関であり、

194の加盟国に加え、多くのNGOや専門機関の代表が毎年集まります。

今回のWHA78のテーマは「One World for Health」であり、加盟国はグローバルヘ

ルスに関する全64議題について活発に議論し、28の決議と27の決定を採択しました。日

本政府代表団の代表である仁木厚生労働省副大臣は、総会初日の政府代表演説において、

WHOがユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）の達成を目指し、感染症危機管理におけ

る規範設定および指導的役割を果たすことを強く支持する旨を表明しました。また、長年

にわたり加盟国が議論を重ねてきたWHOパンデミック協定（仮称）の交渉妥結を歓迎し、

国立健康危機管理研究機構（JIHS）の新設に触れつつ、WHOによるUHCナレッジハブの

設立支援についても言及しました。

この記事では、特に注目を集めた2つのトピックスについてご紹介します。

WHOパンデミック協定が採択された様子(WHO HPより掲載)
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JICAより参加した4名

WHO加盟国は、約3年半にわたる政府間交渉会議（INB）での交渉を経て、将来

のパンデミックの予防・備え・対応（PPR）に関するWHOパンデミック協定本体の採

択を求める決議案を承認し、５月20日の総会で本協定が採択されました。加盟国

間の政府間作業部会（IGWG）が設置されており、特に協定第12条に規定されてい

る「病原体へのアクセス及び利益配分」に関する附属書作成のための交渉が行われ

る予定です。そして、その結果は来年の第79回WHO総会に提出され、交渉が妥結

すれば附属書が採択された後、附属書を含む協定全体に各国が署名できるように

なります。新型コロナウイルス感染症のパンデミックへの対応の教訓を踏まえて、世

界の人々を感染症の脅威から守るために各国が協調していくことができるか、注目

されます。（WHOパンデミック協定について詳しくはこちら）

アメリカのWHO脱退表明後の影響は、予算規模で約3億ドルと推測されています。

2026-27年の予算総額は、62.1億米ドルと、前期（2024–2025年）の予算から

約6億ドル減額となりました。その中でも、特に主要活動を支える健康増進・疾病予

防・医療サービス提供等に関する基本予算セグメント (詳しくはこちら)に対する予

算削減が最も大きくなっています。財政難に対応するため、WHOが予算を見直す、

また、各国がGDP規模に応じて義務的に支払う分担金を20％増額することとなり

ましたが、それでも全体の39%にあたる約16.5億ドルが依然として不足すると予

想されています。また、議場外でも保健財政に関する様々なサイドイベントが行われ、

アフリカ地域の多くの国では、すでに何らかの保健医療サービスの提供が中断して

いる等、影響が報告された一方で、WHO改革、各国・地域主体の資金調達や医薬品

等製造などを進める機会であると前向きにとらえる発言も散見されました。

本総会への参加を通じて、多様な国や機関が協力してグローバルヘルスの課題に取り組

んでいる現状を改めて理解することができました。JICAも国際社会の一員として、今後も

国際保健分野での各国やパートナー機関との協力関係を大切にしながら、日本の経験や知

見を活かした実効性のある支援を続けてまいります。

（保健第2チーム波多野、保健第3チーム河野、グローバルヘルスチーム堀内）

【WHOパンデミック協定】

【アメリカ合衆国脱退】

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ghp/page23_004456.html
https://apps.who.int/gb/ebwha/pdf_files/WHA78/A78_R2-en.pdf


今 号 の ト ピ ッ ク ② ： J I C A グ ロ ー バ ル ・ ア ジ ェ ン ダ

（ J G A ） 「 保 健 医 療 」 の 改 訂■JICAグローバル・アジェンダ「保健医療」の改訂について

新型コロナウイルス感染症パンデミック後の状況の変化、気候変動や急速な人口変化等の

地球規模課題の顕在化、2022年の日本政府によるグローバルヘルス戦略の策定をふまえ、

JICAは2021年に策定したJICAグローバル・アジェンダ（JGA）「保健医療」を2025年4月

に改訂しました。 新しいJGAでは、より強靱・公平・持続可能なUHCの実現と、それをもって

人間の安全保障に貢献するために、平時からの公衆衛生危機に対する予防・備え・対応の強

化や各国での保健システム強化を目指すこととしました。改訂のポイントは、「中核病院診断・

治療強化」クラスターに替えて、「保健医療サービス提供強化～強靱・公平・持続可能なUHC

の達成～」クラスターを新たに設定したこと、革新的技術・保健情報システムの整備・利活用、

気候変動の適応策・緩和策などを介入、アプローチとして組み込んだことにあります。
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本クラスターは、保健医療JGAの目指す「平時からの公衆衛生

危機に対する予防・備え・対応の強化を含む各国での保健システ

ム強化を通じた、より強靱・公平・持続可能なユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジ（UHC）の達成」のため、UHCの2つの側面（必要な

保健医療サービスへのアクセスとサービス利用による過度な医療

費負担からの保護）のうち、保健医療サービスへのアクセスを改

善するために、保健システムの視点から、保健医療サービスの提

供体制の強化を目指します。

この目標を実現するために必要な過程を図示したものが右記

のシナリオ概念図となります。クラスターのシナリオでは、WHOに

よる保健システムの構成要素の枠組みを基に、保健医療サービス

提供体制強化のために取り組むべき課題を「ガバナンス・リーダー

シップ」、「人材」、「施設・資機材」、「財政・保健施設マネジメント」、

「保健情報」に区分し、それぞれの強化を目指します。

それらの取り組みを通じて整備された政策や基準のもとで、予

算・資源が適切に配分され、育成された人材、整備された施設・資

機材・医薬品の活用が進むことで、保健医療体制の強化が図られ

保健医療サービスの質・量・公平性が改善され、最終的には、誰も

がどんな時でも安心して必要な保健医療サービスを受けられる質

の高い保健医療体制が確立され、より強靭、公平、持続可能な

UHCを実現し、人々の健康とウェルビーイングが改善されること

を目指しています。

※JGA、クラスター戦略の本文はJICAホームページに掲載して

いますので、ご参照ください。

JICAグローバル・アジェンダ 本文「保健医療」

• クラスター事業戦略 本文 「保健医療サービス提供強化クラ

スター」

【「保健医療サービス提供強化～強靱・公平・持続

可能なUHCの達成～」クラスターについて】

(グローバルヘルスチーム 堀内)

https://www.jica.go.jp/activities/issues/health/__icsFiles/afieldfile/2025/05/02/health_text2.pdf
https://www.jica.go.jp/activities/issues/health/__icsFiles/afieldfile/2025/05/02/honbun250502_1.pdf
https://www.jica.go.jp/activities/issues/health/__icsFiles/afieldfile/2025/05/02/honbun250502_1.pdf


保健医療JGAプラットフォーム情報・意見交換会

2025年6月13日、JICA人間開発部

は「保健医療JGAプラットフォーム 情報・

意見交換会」をオンラインで開催しました。

保健医療分野に関係する民間企業、研究

機関、NGO等から140名以上の方々に

参加いただき、JICAの課題別事業戦略で

あ る 「 JICA グ ロ ー バ ル ア ジ ェ ン ダ 」

（JGA）及びそれに紐づくクラスター戦略

に基づいた事業推進について、情報・意見

交換を行いました。

今年度の意見交換会では、当部から3つ

の議題について情報提供を行いました。

初めに、2025年に改訂となった部分に

焦点を当て、JGAの全体像についてご説

明し、各クラスターの推進により目指す方

向性を示しました。次に、JGA「保健医療」

の下、2025年に新たに追加された「保健

医療サービス提供強化クラスター～強靱・

公平・持続可能なUHCの達成～」につい

て詳しく説明しました。最後に、JGA/クラ

スター戦略遂行のための共創の実装につ

いて、案件の中で具体的にどのような取

り組みが可能か、事例と共に紹介しました。

情報提供の後には質疑応答の形で参加

者との意見交換を行い、クラスターにおけ

るプライマリヘルスケアの位置づけや、グ

ローバルコミュニティにおける政策主導・

アドボカシーの観点からのクラスターの活

用について話し合われました。

本意見交換会が、パートナーの皆様にと

って、JGAに対する理解を深める良い機

会となり、今後どのように共創を生み出し

ていくかについて考えるきっかけとなっ

たことを願います。今後も定期的に開催し

て参りますので、皆様からのご意見やご参

加をお待ちしております。

（保健第2チーム 小川）

JGA「保健医療」について詳しい説明は

こちら：

https://www.jica.go.jp/activities/i

ssues/health/index.html
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ニカラグア国 「家庭・地域保健モデル強化を通じたプライマリーヘルスケア
の改善プロジェクト」の活動を終えて  ― 活動の工夫 ― 

2007年、ニカラグア政府は、プライマ

リー・ヘルス・ケア（PHC）の導入を決め、「家

庭・地域保健モデル（MOSAFC）」を採用し

ました。このモデルでは、医師1名と看護師

2名に加え集落の保健ボランティア数名で

構 成 さ れ る 「 家 庭 ・ 地 域 保 健 チ ー ム

（ESAFC）」が、地域診断に基づいて、住民

と共に健康の改善・維持・増進を目指します。

2015年から4年間、MOSAFCによる母子

保健サービスを効果的に展開するため、

JICAの技術協力プロジェクトが、首都から

離れた２カ所のパイロット保健管区で実施

されたことを契機に、何年も停滞していた

PHC活動が動き始めました。2021年8月

から開始された本プロジェクトは、ここで確

立された「MOSAFC強化手法」を全国に拡

大するとともに、その任務を担う保健省担

当部署の能力強化を目的として実施されま

した。前のプロジェクトで標準化された

ESAFCの具体的な活動内容・手順・業務の

評価方法などを最新化したほか、新たに、

ESAFCを統括する各保健管区の市支所が

行うべき管理業務を明確化し、保健大臣の

承認を得ました。また、これらがルーチン

ワークとして定着するように、保健省の既存

の仕組みを最大限に活用しました。例えば、

市支所によるESAFC活動の一環、巡回指

導は、もともと実施が義務付けられていた

ものの、内容が具体化されていなかったた

め、市支所によって実施率や内容に違いが

ありました。そこで、「第一次レベル保健施

設への技術支援とモニタリング」の時間と予

算を使い、この巡回指導で得られた情報を

確実に共有できるよう、保健管区内の定例

会議の議題として固定しました。能力強化

研修には毎週業務時間内に設けられている

「継続教育時間」を活用して、日常の業務時

間を増やすことなく、PHC活動の管理業務

を継続できる方法をカウンターパートと選

んできました。前回のプロジェクトに参加し

た医師、看護師、保健ボランティアが、今回、

新たにPHC活動に取り組み始めたパイロッ

ト地域に対し、好事例だけでなく失敗経験も

惜しみなく伝え、よきモデルとしてプロジェ

クトの活動を先導してくれました。次は、今

回のパイロット地域のメンバーが、今後新た

に活動に取り組む地域のモデルとなり、

PHCの拡大が効率的に進むことを期待し

ています。これも既存の人材とその人たち

の持つ経験の有効活用です。本プロジェクト

は期待された成果を達成し4年間の活動を

無事に終了しました。

プロジェクト終了前に、国内セミナーで活動経験を発表するカウンターパート

（有限会社エストレージャ）

https://www.jica.go.jp/activities/issues/health/index.html
https://www.jica.go.jp/activities/issues/health/index.html
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モザンビーク「母子栄養サービス強化プロジェクト」」の終了と
今後の展開に向けて

本年5月に終了したモザンビーク「母子

栄養サービス強化プロジェクト 1（以下、

「ProNUT」）」では、保健省と協働で、既

存の妊婦記録用紙や子ども健康カードな

どを統合した母子健康手帳を開発し、同手

帳を活用しながら、ガザ州、ニアッサ州内

の各2郡を対象として、「母子栄養サービ

ス」を強化するモデル2の開発と運用を図

りました。

具体的には、保健医療従事者とコミュニ

ティ・ヘルスワーカーへの研修やモニタリ

ング＆サポーティブスーパービジョン（以

下、「M&SS」）を通して、保健施設や地域

での保健サービスにおいて、母子健康手

帳の活用を推進しました。M&SSでは、各

保健施設で取り組むアクションプランを策

定し、次回の訪問時にその進捗を確認する

他、機材の適切な維持管理の徹底を図り

ました。その結果、妊婦健診における栄養

状態の評価や子どもの成長モニタリング

における計測・記録方法の改善など、母子

保健サービスの質の向上が定量的に示さ

れました。介入郡と非介入郡を比較した調

査では、母親の衛生習慣に対する行動変

容が見られたほか、子どもの離乳食の多

様性やワクチン接種率においても介入郡

でより良好な結果が得られるなど、介入の

ポジティブな影響が示唆されました。

来年開始予定のProNUTフェーズ2で

は、他開発パートナーとも連携の上、母子

健康手帳に基づく栄養サービスモデルを

ガザ州およびニアッサ州全域へ、さらに将

来的には他州へと展開し、先行案件の成

果継承および拡大を図ります。これにより、

モザンビークにおける母子の栄養改善へ

の貢献を目指します。

（保健第2チーム 村上）

1. 母子栄養サービス強化プロジェクト | ODA見える化サイト
2.  保健医療施設およびコミュニティにおける ①保健医療従事者およびコミュニティヘルスワーカーの能力

強化 ②母子健康手帳の配付と活用 ③母子健康手帳の内容に基づくサービスの提供 ④M&SSの4要
素で構成される。
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5S-KAIZEN-TQM手法の活用に向けたアフリカ地域広域セミナー

集合写真

JICAは2024年から「アフリカ地域5S-

KAIZEN-TQMを通じた保健医療サービ

スの質向上のアフリカ地域広域展開促進」

（2024年1月～2026年2月）の個別専門

家派遣を開始しました。2025年7月7日か

ら11日までの5日間、第2回広域セミナーが

ベナンで開催され、対象7カ国（エチオピア、

ジブチ、セネガル、タンザニア、ベナン、マダ

ガスカル、マラウイ）のワーキンググループ

（以下、「WG」）から保健省及び対象病院関

係者の3名ずつが参加しました。なお、本年

8月20-22日に開催されるTICAD 9に先

立ち、本セミナーが日本・アフリカ関係の強

化に資する事業として、“TICAD 9パート

ナー事業”に認定されました。これに伴い、

今回のセミナーでは対象7カ国以外にも5S

活動の協力実績がある3カ国（ウガンダ、

ガーナ、チュニジア）も招待して、計10か国

32名が参加しました。本セミナーを通して、

参加国が持続可能な活動について学びあう

ことを目的としています。

今回の広域セミナーでは、各国WGによる

活動進捗の発表を行うとともに、視察先の

病院の課題についてグループワークを行い

ました。開催国のベナンからはこれまでの成

功事例の発表もあり、参加者からは、「どの

ように5S活動を実施する医療従事者のモ

チベーションを持続させているか」、「（自国

が抱える）課題についてどのように改善し

たか」等、予定時間を超過するほど活発な意

見交換が行われました。セミナー中盤では、

持続的に5S活動が行われているベナンで

の病院視察がありました。前半の講義で学

んだ知識が実際の現場でどのように実践さ

れているのかを確認したことで、「5Sカイゼ

ン活動が主体的に実施されている現場に感

銘した」「自国で十分に活動できていると思

っていたが、まだ改善できるところがたくさ

んあることに気づいた」と多くの学びと発見

に満ち溢れた様子でした。

最後には、セミナー期間中に学んだことを

踏まえて持続性をテーマにした活動計画を

作成しました。セミナー終了時には、お互い

の国の健闘を称え合い、今後の活動に向け

て自分たちを鼓舞する様子が見られました。

また、本セミナーではプログラム一部をオ

ンラインで配信し、これから5S-KAIZEN-

TQMを導入する国や既に実績のある国が、

自国の活動状況と照らし合わせ対象国の取

組み事例を学ぶ良い機会にもなりました。

今後は2026年の案件終了を見据えた持

続的な活動体制の構築に焦点を当てて、現

地活動とオンライン会議等を組み合わせな

がら活動を続けていき、対象国間の協力体

制を築きながら、5S-KAIZEN-TQM手法

を通して、対象国の医療の質向上を目指し

ていきます。

（保健第1チーム 島）

セミナー中の様子 病院視察時の様子

コミュニティヘルスワーカーによる保健教育

こどもの成長モニタリング記録方法の指導 施設での母子健康手帳を活用した保健教育

https://www.jica.go.jp/oda/project/1900366/index.html


EXPO2025大阪・関西万博テーマウィークシンポジウム「こどもの未来を育
むために: 母子手帳と母子保健分野におけるデジタルソリューション」を開催

2025年6月20日、大阪・関西万博「健

康とウェルビーング」のテーマウィークに

おいて「こどもの未来を育むために: 母子

手帳と母子保健分野におけるデジタルソ

リューション」を開催しました。ブータン、

ガーナでのデジタルソリューションの導入

経験や日本の取り組みを紹介し、未来に向

けて産官民がどのように協力・共創ができ

るか議論しました。

JICA萩原専門員は、JICA母子保健ク

ラスター戦略と母子保健分野のデジタル

技術を概観し、パレスチナ難民向けの母子

手帳や母子手帳アプリの事例を紹介しま

した。メロディ・インターナショナルの尾形

氏と、ブータン保健省のモンガル氏は、モ

バイル型分娩監視装置「iCTG」を全国80

か所の医療機関に設置したことで合併症

の早期発見や搬送に繋がり、母子の命が

守られていることを紹介しました。

そして日本、ブータンの大学や企業の人

材を活用して持続的にDXを進めたいと

表明しました。ガーナヘルスサービスのブ

ライトン氏と、NECの眞塚氏は、ガーナで

開発した栄養カウンセリング・アプリを紹

介し、「アプリの活用で、母子手帳の記入率

や栄養カウンセリングの実施率と質が向

上した、今後は他のデジタル記録システム

とも統合したい」と語りました。成育こども

シンクタンクの山縣氏は、「日本は戦後、母

子手帳、健診事業などの取組みで妊産婦・

乳幼児死亡率は減少したが、母子保健分

野のDX化は遅れている」と指摘しました。

その上で、自治体・医療機関・住民をつな

ぐ情報連携システム（Public Medical

Hub）が着実に進展していると評価しまし

た。最後に、萩原専門員は、デジタルソリ

ューションは人々のニーズに直接応えるも

のであること、産官民の共創を積み重ね

ることが開発インパクトに繋がると締めく

くりました。

プ ロ グ ラ ム オ ン デ マ ン ド 配 信 ： 

https://youtu.be/-YdTQnLBLy4 
パネルディスカッションの様子
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国別研修「ポルトガル語圏アフリカ諸国・5Sカイゼンを通じた
保健医療サービスの基礎的な質向上」を実施しました！

6月中下旬に、モザンビーク・アンゴラ計

8名の研修員を対象にした標記研修を

JICA東京で実施しました。本研修は、実

践的な5Sカイゼンアプローチを習得する

ことで、病院等の保健医療現場における

母子保健強化に向けた人材育成と能力強

化を図ることを目的としています。

本研修では、初めに研修参加者の所属

先業務における「カイゼンを経て解決され

るテーマ」を特定するため、インパクトや緊

急性、予算・人材面のリソース等について

の優先度に鑑み、病院内の施設環境の改

善、安全性確保等における5Sカイゼンア

プローチ導入の可能性を研修参加者自身

が見出しました。

また、5Sを20年以上実践してきた福島

県の竹田綜合病院視察では、「薬剤部」「臨

床工学室」「病棟ナースステーション」等を

見学。医療事故や感染症を防止するため、

ダブルチェック、チェックリスト、カラー

コーディング、ナンバリングといった5S

ツールの活用や、機材配置・人の動線を考

慮したゾーニング、廃棄物や一般ごみの徹

底した分別・管理の様子を視察しました。

研修員からは、「5Sの考え方が病院全

体に根付き、単なる整理整頓にとどまらな

い“文化”としての定着に感銘を受けた」

「職員の意識づけと5S活動の継続が職場

環境の改善につながり、結果として医療

サービス全体の質の向上に寄与する」とい

った前向きな気づきが共有されました。

本研修は2027年度まで継続予定で、

来年度はより現場に近い立場の研修員の

受入れを予定しています。今後は、研修中

に作成したアクションプランに基づいた研

修員の帰国後の活動をフォローしつつ、研

修を通じて築かれたネットワークを活用し

て、両国間での知見共有と学びの深化が

期待されます。

（保健第二チーム 村上、JICA東京 長野）

（母子保健SN事務局 大町、倉持、星野）

JICA東京での研修 竹田綜合病院視察

竹田綜合病院の皆さまと

https://youtu.be/-YdTQnLBLy4


新たに広報タスクに参加させていただ

くことになりました。JICAの保健プロジ

ェクトは多岐に渡りますが、最新の動き

を分かりやすくお伝えできるよう、努め

てまいります！私自身、担当国以外の

保健医療事情について学べることを楽

しみにしております。これからどうぞよ

ろしくお願いいたします。

（保健第４チーム 塩田）

保健グループ What’s Up （2025年5月～7月）

最近の保健グループス関連の動きを掲載します！

【技術協力】

 ニカラグア「家庭・地域保健モデル強化を通じたプライマリー・ヘルスケアの改
善プロジェクト」（2025年7月、案件終了）

 セネガル「医療サービスの質改善プロジェクト」（2025年7月 専門家派遣開始） 

 コンゴ民主共和国「感染症疫学サーベイランスシステム強化プロジェクト フ
ェーズ２」（2025年6月 専門家派遣開始） 

 モザンビーク「母子栄養サービス強化プロジェクト」（2025年5月 案件終了）

 フィリピン「バンサモロ母子保健サービス・栄養改善プロジェクト」（2025年6月、
RD締結）

 ガーナ「野口記念医学研究所安全・質管理向上プロジェクト」（2025年7月、案件
終了）

【国際会議など】

 第78回WHO総会（2025年5月19日～27日、JICA含む日本政府代表団が参
加）

 大阪・関西万博テーマウィーク健康とウェルビーイング「こどもの未来を育む
ために: 母子手帳と母子保健分野におけるデジタルソリューション」（2025年
6月20日、萩原専門員、小澤参事役登壇）

編 集 後 記

保健だより70号をご覧いただきありがとうございました。 
本号では5月に開催された第78回WHO総会（WHA）とJGAクラスターの改訂をト

ピック記事としてご紹介をさせていただきました。アメリカ合衆国による対外支

援の打ち切りは世界に衝撃を与えましたが、JICAでは今後も各国やパートナー機

関との関係を大切にしながら、「信頼で世界をつなぐ」協力を行ってまいります。 
記事執筆にあたりご協力をいただいた皆様には編集チーム一同感謝申し上げま

す。 次号の保健だより71号もどうぞお楽しみに！ （保健第4チーム 疋田）

保健だよりで取り上げてほしい特集テーマを募集します！

人間開発部 kadaishien-ningen@jica.go.jp

までお寄せください！

ご意見ご感想もお待ちしております！
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【無償資金協力】

 エチオピア「アディスアベバにおける感染症治療専門病院整備計画」（2025年
5月、GA締結）

5月より保健だよりの編集・発行に携わ

ることになりました。日本では当たり前

に健康診断が受けられたり、病院にか

かったりすることができますが、途上国

ではそれが難しい国がまだまだ多いで

す。皆様に少しでも関心を持っていた

だけるような記事を発信していけたら

と思います。これからどうぞよろしくお

願いいたします。

（グローバルヘルスチーム 堀内）

この度、人間開発部と広報タスクを離れることとなりました。広報タスクでは約1年間

という短い間ではありましたが、編集・発行に携わらせていただき、保健分野の様々

な課題に対する取り組みや各国の事情について考え、理解を深めることができたと

感じております。記事作成にあたっては、多くの皆様にご協力をいただき、ありがと

うございました。今後も保健だよりをどうぞよろしくお願いいたします！

（元保健第４チーム 坂本）

mailto:kadaishien-ningen@jica.go.jp

